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小学生の皆さん、スポーツを楽しんでいますか？
広報なかでは、那珂市スポーツ少年団を種目ごとに紹介しています。
第５弾の種目は「水泳・バドミントン・バレーボール」です。　
「何かスポーツを始めてみたい」と思ったら、気軽に各少年団にお問い合わせください。

問スポーツ推進室　☎ 029‐297‐0077

編

　Fan Clan Jr. は、バドミントンをとおして礼
儀を身に付け、技術向上はもちろん、強い心と元
気な体を育てることを目標としています。
　バドミントンは、ひとりひとりが主役になれる
スポーツです。他チームとの交流もあります。
　ぜひ、見学や体験に来てください！

Naka 羽球 F.C.J

�問 	菅谷	 ☎ 080‐9400‐0218申

対 象　�６歳～小学生（一部中学生）

活 動 日　金曜日（午後 6 時 30 分～）
	 土曜日（午後 2 時～）

活動場所　瓜連小体育館（金）、菅谷小体育館（土）

バドミントン

対 象　�小学生

　バレーボールをとおして、健全な心身の育成を
図ることを目的として活動しています。
　勝利を目指して仲間を信じ、助け合い、ボール
をつなぐ楽しさを知ってもらいたいです。
　まずは、気軽に体験に来てください。

瓜連バレーボール　　

�問	小林　☎ 080‐3360‐2674申

活 動 日　水曜日（午後 6 時～ 8 時）
	 土曜日（午前 9 時～正午）

活動場所　瓜連小体育館

バレーボール水泳
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※�入団できる対象に制限がある場合がありますので、各少
年団に必ずお問い合わせください。

　スポーツ少年団は、技術の向上のみならず、さまざまな
経験を通して子どもたちの体と心を育てます。スポーツ
少年団に入団して、 たくさんの仲間をつくりませんか？
　詳しい活動内容を知りたいかたや入団をご希望のか
たは、各少年団のお問い合わせ先にご連絡ください。

　水泳を中心に初心者から上級者まで、いろいろ
な思い出を作り、今年で創立43年目になりました。
　8 月の県スポーツ少年団スポーツ大会では、県
内の水泳少年団と練習の成果を競うほか、日本水
泳連盟の泳力検定にも挑戦しています。活動の様
子はホームページからご覧いただけます。

那珂市水泳

�問 	新井　☎029‐295‐1072/☎090‐8019‐8195
	 中村　☎090‐6477‐5709
申

対 象　�小学２年生～６年生（一部中学生）

活 動 日　原則土曜日（午後４時～６時）
	 ※ 5月～ 8月は日曜日に練習あり

活動場所　なかLuckyFM公園 屋内温水プールなど

　那珂市いいな✿花壇コンクールは、市の花で
ある「ひまわり」を取り入れた花壇整備において
素晴らしい成果を上げている地域・団体・学校
などを顕彰し、環境美化の実現と協働のまちづ
くりにおける優れた取り組みを広げ、豊かな地
域づくりにつなげることを目的としています。
　今年度は、７団体から申し込みが
あり、審査員による現地審査を経て、
12月23日に表彰を行いました。

市長賞 ぬかだの子どもを守り支える会

いきいきサロン日の出会教育長賞

副市長賞 門部鹿島圷環境保全会

問 �市民協働課市民活動G　☎ 029‐298‐1111

那珂市いいな
花壇コンクール

２月 25日号3



４つの習慣

❖寝たばこは絶対にしない、させない
❖�ストーブの周りに燃えやすいものを置かない
❖こんろを使うときは火のそばを離れない
❖�コンセントはほこりを清掃し、
　不必要なプラグは抜く

６つの対策

❖�ストーブやこんろは安全装置の付いた機器を
使用する
❖�住宅用火災警報器は定期的に点検し、10年を
目安に交換する
❖�部屋を整理整頓し、寝具、衣類、カーテンは、
防炎品を使用する
❖�消火器などを設置し、使い方を確認しておく
❖�避難経路と避難方法を常に確保し、備えておく
❖�防火防災訓練への参加、戸別訪問などにより、
地域ぐるみの防火対策を行う

区分 人数（人） 割合（％）
死亡 61人 2.5％
重症 219人 8.8％
中等症 1,136人 45.9％
軽傷 1,058人 42.8％
合計 2,474人 100.0％

　令和６年中における火災発生件数は 27件で、前年に比
べると 12件増加しました。
　平成 20年６月１日から、市内すべての住宅に、住宅用
火災警報器の設置が義務づけられています。逃げ遅れなど
による犠牲者をなくすために、住宅用火災警報器を設置し
てください。
　日頃から近隣や地域のかたと協力し、火災が起きない・
起こさない環境づくりをすることが大切です。もう一度火
の元を見直し、少しの気のゆるみから火災を起こさないよ
う注意しましょう。

　令和６年中における救急出場件数は2,748件で、前年よ
り54件減少し、１日あたり7.5件の出場件数となります。
　救急事故種別では、急病が1,801件、次いで一般負傷が
354件、交通事故が152件、その他が364件です。
　搬送人員は2,474人で、１日平均6.8人のかたが搬送さ
れており、１件に対する出場時間（覚知～病院収容）の平均
は約50分です。ドクターヘリ出場件数は17件、救助出場
件数は31件で前年より16件減少しています。

建物 車両 その他 合計

出
火
原
因

たき火 2件 4件 6件
火入れ 4件 4件

ハンドトーチ 1件 1件
その他 4件 5件 9件
不明 3件 2件 2件 7件
合計 10件 2件 15件 27件

出火件数

問市消防本部警防課
☎ 029‐295‐2111

問市消防本部予防課
☎ 029‐295‐2114

　救急車の出場件数が増加すると、現場到着が
遅れ、一刻を争う重症患者の救急搬送に支障を
来してしまいます。
　軽い打撲やかすり傷など、緊急性が低いとき
には、自家用車を利用しましょう。また、体の
調子がおかしいときは、症状が重くなる前に早
めに医療機関で受診しましょう。

救急の部

火災の部 火災からいのちを守る10のポイント

救急車の適正利用にご協力ください

傷病者程度別
搬送人員

��緊急性のある症状の場合
　ためらわずに救急車を要請してください。
　急な病気やケガで救急車を呼ぶべきか迷った
ら、救急電話相談（15歳未満▶＃ 8000、15歳
以上▶＃ 7119）へご相談ください。
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　出初式は、１年の始まりにあたり、地域の皆さんの防火・防災意識の啓発を行うとともに、災害現場の第一線で
活動する消防団員にとって、その安全祈願の意味でも欠かすことのできない重要な恒例行事です。式典には、多数
のご来賓を迎え、消防職団員約 340人が参加し、地域防災への決意も新たに士気の高揚を図りました。
　また、消防職団員に対する永年勤続功労章や感謝状贈呈などの表彰も行われました。

問市消防本部警防課　☎ 029‐295‐2111

表彰・感謝状を受けたかた

（順不同・敬称略）

表彰像
　市消防団

永年勤続功労章（40年以上）
◦市消防本部
　後藤健仁

永年勤続功労章（30年以上）
◦市消防団
　�冨山豪

◦市消防本部
　�宮﨑仁知、益子宜丈、額賀定里、椎名大介、小林宏樹、大森勝昭

永年勤続功労章（20年以上）
◦市消防団
　�木名瀬貴章、大部正美、稲田幸二、吽野正敏、�山口和男、住谷雅実、
　川上篤史、軍司靖雄、照沼晃、袴塚和彦、仲田浩二、金澤雅人、
　飛田利光

◦市消防本部
　�中井和徳、平根将人、澤幡晋吉、蓮田恵太、宮本美希

茨城県知事表彰

優良分団表彰
　市消防団女性分団女性消防部

永年勤続功労章
◦市消防団
　�冨山豪

功労章
◦市消防団
　�船橋克美、神長ブライアンハーワード、
　寺門悟史、�鈴木秀成、後藤孝則、
　大森健一郎、小貫一人、見代隆、
　浅野和好、犬飼勇司、飛田重夫、
　鈴木ひろみ

家族消防団員表彰
◦市消防団
　古市保、古市千秋

永年勤続消防職団員妻女に対する感謝状
◦市消防本部
　�宮﨑紀子、益子純子、額賀朋子、
　椎名まゆみ、小林理恵、大森美枝子

消防団長感謝状
⃝ポンプ車操法の部
　�山口貴史、小林尚人、上野悟史、
　栁田壮登、杉山和夫、小田部敬仁

⃝小型ポンプ操法の部
　秋山和人、小貫厚士、小林誠、
　鈴木誠、寺山康則

茨城県消防協会長表彰

１月12日 なかLuckyFM公園アリーナ

市消防
出初式

規律が厳正で技能に熟達し、消防施設が充実
整備され、平素よく消防使命の達成に努め、
その成績が抜群と認められる消防機関に対し
て授与されるものです。

�表彰像とは

２月 25日号5
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高齢者虐待について考えてみましょう
高齢者虐待は、介護疲れや経済的に困窮状況であること、認知症に対する理解が不十分であることなど、さまざまな
状況が要因として考えられます。
介護に不安を感じたり心配があったりするときは、お住まいの地区の地域包括支援センターへご相談ください。

高齢者の暮らしを支える高齢者の暮らしを支える「地域包括支援センター」「地域包括支援センター」
問介護長寿課高齢者支援Ｇ　☎029‐298‐1111

　市またはお住まいの地区の地域包括支援センターへご相談ください。相談者の秘密は守られます。

神崎・菅谷地区のかた
地域包括支援センター青燈会
菅谷 605‐２
☎ 029‐295‐5288

五台・戸多・芳野地区のかた
地域包括支援センターゆたか園
後台 2045‐4
☎ 029‐295‐1287

額田・木崎・瓜連地区のかた
地域包括支援センターナザレ園
門部 4040‐2
☎ 029‐352‐2320　

▪高齢者虐待が疑われるときは

▪このような行為は高齢者虐待にあたります

性的虐待
⃝�人前でおむつ交換をしたり排泄行為をさせたりする
⃝�排泄や着替えの介助がしやすいという目的で、下半身を裸にしたり下着のままで放置したりする　など

身体的虐待
⃝つねる、殴る、蹴る
⃝移動をするときに無理に引きずる
⃝外から鍵をかけて閉じ込める　など

経済的虐待
⃝年金や預貯金を無断で使用する
⃝�日常生活に必要な金銭を渡さない、
使わせない　など

介護・世話の放棄・放任
⃝入浴しておらず異臭がする
⃝衣服や寝具が汚れている
⃝劣悪な住環境の中で生活させる
⃝髪や爪が伸び放題　など

心理的虐待
⃝怒鳴る、ののしる、悪口を言う
⃝�排泄の失敗や食べこぼしなどをあざ
笑ったり人前で話したり、高齢者に
恥をかかせる　など



問 �市立図書館　☎ 029‐352‐1177

2 月 25日号7

近藤史恵／著
中央公論新社／出版

主人公は離婚して荒んだ生活を送っていた中
年新聞記者の幸彦。妹の勧めで男性だけの家事
学校に通い始めます。そこは買い物の仕方から
調理の方法、洋服の繕い方まで家事を基礎から
幅広く学ぶことができる場所でした。家事を実
践で学んでいくことで幸彦はやっと気が付きま
す。日常生活を送れることは当たり前ではな
く、家事の担い手あってこそ、ひいては元妻や
家族があってこそだということに。この本は、
共同生活を送る全ての人に家事への気付きを与
えてくれる目からうろこの作品です。

令和６年10月14日、児童文学作家の中川李枝
子さんが亡くなりました。「ぐりとぐら」や「いや
いやえん」など長年親しまれる作品を生み出し
てくれました。
令和元年に出版されたこの本は、中川さん自身
の言葉で半生がつづられています。本との出会い、
保育士の仕事、作家と保育士の両立、家族のこと。
柔らかい文章で、時々語りかけるような口語の
文があり、とても心地よく読むことができます。
巻末には中川さんの略歴と、本書において紹
介された本の一覧があります。

山の上の家事学校 中川李枝子 本と子ども
が教えてくれたこと

中川李枝子／著
平凡社／出版

広報なか・市ホームページなどに広告を
掲載しませんか。気軽にご相談ください！

市内または近隣市町村に住所、事業所、店舗等
を有するかた（政治・宗教・風俗営業等を除く）

※空き状況・掲載料などの詳細は、お問い合わせください。

対象

　担当　   行財政改革推進室　☎ 029‐298‐1111

広 告 募 集



NAKASHI　SHOKOKAI　SEINENBU

青
年
部
に
入
っ
た
き
っ
か
け
は
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地
元
に
何
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何
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な
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、
こ
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人
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や
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い
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良
い

か
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ん
で
い
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時
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た
。

そ
ん
な
と
き
に
、
自
分
と
同
じ
く
地
元

で
自
営
業
を
営
む
先
輩
に
青
年
部
に
入
部

し
な
い
か
と
誘
っ
て
い
た
だ
き
、勉
強
さ
せ

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
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部
し
ま
し
た
。

青
年
部
に
入
っ
て
良
か
っ
た
こ
と
、

や
り
が
い
を
感
じ
た
こ
と
な
ど
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

青
年
部
活
動
の
な
か
で
「
青
少
年
育
成

事
業
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
、
小
学
生
を

対
象
に
米
作
り
体
験
を
さ
せ
る
と
い
う
事

業
で
、
私
は
副
実
行
委
員
長
を
務
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

田
植
え
か
ら
稲
刈
り
、
さ
ら
に
は
精
米

し
た
お
米
を
販
売
体
験
さ
せ
る
と
い
っ
た

活
動
内
容
の
中
で
、
参
加
者
の
か
た
が
た

か
ら
「
と
て
も
楽
し
か
っ
た
」「
ぜ
ひ
、

ま
た
参
加
し
た
い
」
な
ど
の
感
想
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
と
き
に
、
青
年
部
活
動

に
や
り
が
い
を
感
じ
、
入
部
し
て
良
か
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。

活
動
期
間
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
部
員
さ

ん
と
交
流
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
自

分
に
と
っ
て
良
い
経
験
と
な
り
、
有
意

義
な
時
間
を
過
ご
せ
た
の
で
、
も
っ
と

早
く
入
部
し
て
い
れ
ば
良
か
っ
た
と
感

じ
ま
し
た
。

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
意
気
込
み
を

ひ
と
こ
と
お
願
い
し
ま
す
。

商
工
会
青
年
部
の
部
員
と
し
て
活
動
で

き
る
の
も
、
あ
と
わ
ず
か
2
年
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
仲
間
の
部

員
と
と
も
に
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
参
加

し
、
那
珂
市
の
発
展
に
少
し
で
も
貢
献
で

き
る
よ
う
に
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

青
年
部
の
事
業
や
研
修
会
、
セ
ミ
ナ
ー

な
ど
の
参
加
経
験
は
今
後
、
経
営
者
と
し

て
必
ず
役
立
つ
内
容
で
す
。

青
年
部
に
入
り
、
仲
間
に
な
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
一
緒
に
那
珂
市
を

盛
り
上
げ
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

このコーナーでは市商工会青年部の部員に焦点を当て、インタビューしていきます。
第６回目は青年部部員の萩野谷さんにお話をお伺いしました。

問 �市商工会　☎ 029‐298‐0234

さん萩野谷 敦仁
【プロフィール】
はぎのや あつひと さん
市商工会青年部部員／青年部の活動歴は約４年／
管工事業／趣味は、ゴルフ・お酒・旅行
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障
が
い
者
の
暮
ら
し
の
相
談

期
日
▼

◦
視
覚
障
が
い
の
あ
る
か
た　
４
月
７
日
㈪

◦
身
体
障
が
い
の
あ
る
か
た　
４
月
14
日
㈪

◦
知
的
障
が
い
の
あ
る
か
た　
４
月
21
日
㈪

時
間
▼
①
午
前
９
時
～
10
時

　
　
　
②
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

※
相
談
は
１
人
１
時
間
（
原
則
）

場
所
▼
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
ひ
だ
ま
り

対
象
者
▼
障
が
い
の
あ
る
か
た
、
ま
た
は

そ
の
家
族

相
談
内
容
▼
障
が
い
の
あ
る
か
た
な
ど
の

日
常
生
活
・
家
族
関
係
・
人
間
関
係
の
悩

み
、
生
活
の
工
夫
な
ど
に
つ
い
て

相
談
員
▼
身
体
障
が
い
者
相

談
員
、知
的
障
が
い
者
相
談

員
、市
社
会
福
祉
協
議
会
職
員

費
用
▼
無
料
　

申
込
方
法
▼
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
込
期
限
▼
相
談
日
の
７
日
前

�申
問
市
社
会
福
祉
協
議
会
菅
谷
事
務
所

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
８
８
８
１

FAX
０
２
９
‐
２
９
８
‐
８
８
９
０�
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相
談

お
し
ら
せ

コ
ー
ナ
ー

く
ら
し

四季のうた

　

小　
森

友　
子

天
気
よ
し
今
日
も
い
い
事
あ
り
そ
う
な

田　
尻

美
代
子

大
樹
に
は
手
を
触
れ
耳
を
当
て
て
み
る

沢

美
寿
々

闇
バ
イ
ト
こ
の
ご
時
世
に
た
だ
不
安

草　
野
　
　
豊

な
ん
と
な
く
様
子
が
変
と
母
の
勘

岡　
村

恆　
子

日
々
雑
事
何
も
な
い
日
が
欲
し
く
な
る

主　
藤

タ
ヱ
子

な
ん
と
な
く
人
恋
し
く
て
旅
に
出
る

佐
怒
賀

憲　
一

な
ん
と
な
く
決
め
る
政
治
は
い
つ
の
世
も

清　
水

慶　
子

何
と
な
く
い
つ
も
の
隅
の
指
定
席

久
美
子

時
節
か
も
刺
身
の
厚
み
チ
ェ
ッ
ク
す
る

岡　
部

那珂川柳会
な
ん
と
な
く
車
内
眺
め
り
ゃ
皆
ス
マ
ホ

冨　
田

道　
夫

課題「なんとなく」
　

公式SNS・メールマガジン
SNS でも市からの情報を配信し
ています。ぜひご利用ください。

facebook
那珂市

LINE
那珂市役所

X（旧Twitter）
@naka_city

Instagram
いぃ那珂暮らし

メールマガジン
情報メール一斉配信サービス

※配信内容（選択式）です。

遺
児
等
学
資
金
の
申
請
に
つ
い
て

対
象
と
な
る
遺
児
等
▼
市
内
に
住
所
を
有

す
る
次
の
か
た

◦
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
そ
の
双
方
と

死
別
し
た
小
学
生
お
よ
び
中
学
生

◦
父
も
し
く
は
母
が
身
体
障
害
者
手
帳
１

級
ま
た
は
２
級
に
該
当
し
て
い
る
小
学
生

お
よ
び
中
学
生（
一
部
制
限
が
あ
り
ま
す
）

◦
父
も
し
く
は
母
の
知
能
指
数
が
お
お
む

ね
35
以
下
と
判
断
さ
れ
た
小
学
生
お
よ
び

中
学
生

受
給
対
象
者
▼
市
内
に
住
所
を
有
す
る
次

の
か
た

◦
遺
児
等
を
養
育
す
る
父
ま
た
は
母

◦
父
母
が
い
な
い
場
合
は
、
遺
児
等
と
生

計
が
同
じ
で
、
か
つ
養
育
し
て
い
る
か
た

※
受
給
者
の
前
年
の
所
得
に
よ
り
支
給
制

限
が
あ
り
ま
す
。

支
給
額（
遺
児
等
１
人
当
た
り
）▼

月
額
３
５
０
０
円

※
受
給
を
す
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
現
在
、
遺
児
等
学
資
金
を
受
給
し
て
い

る
か
た
で
、
対
象
と
な
る
遺
児
等
の
人
数

な
ど
に
変
更
が
あ
る
と
き
や
受
給
権
を
喪

失
す
る
場
合
は
、
届
出
が
必
要
で
す
。

　
問
こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

�申
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催
し

農
薬
の
飛
散
防
止
対
策
を

行
い
ま
し
ょ
う

　
農
薬
使
用
の
際
に
は
、
使
用
基
準
を
守

る
と
と
も
に
、
ほ
場
周
辺
の
環
境
へ
の
飛

散
防
止
対
策
に
取
り
組
み
、
安
全
・
安
心

な
農
産
物
生
産
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
飛
散
防
止
の
た
め
に
、
次
の
こ
と
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

◦
風
の
な
い
日
や
風
の
弱
い
時
間
（
朝
夕

の
気
温
が
低
い
時
間
帯
な
ど
）
に
散
布
し

ま
し
ょ
う
。

◦
散
布
の
方
向
や
風
向
き
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。
で
き
る
だ
け
作
物
の
近
く
か
ら

散
布
し
、
ほ
場
の
端
部
で
は
外
側
か
ら
内

側
に
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

◦
散
布
圧
力
を
上
げ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。
圧
力
が
高
い
と
薬
液
粒
子
が

目
で
確
認
で
き
な
い
ほ
ど
微
細
に
な
り
、

風
の
な
い
状
態
で
も
周
辺
に
飛
散
し
ま
す
。

◦
適
切
な
量
を
散
布
し
ま
し
ょ
う
。
散
布

量
が
多
い
ほ
ど
飛
散
量
も
多
く
な
り
ま
す
。

◦
散
布
後
の
器
具（
タ
ン
ク
や
ホ
ー
ス
、ノ

ズ
ル
な
ど
）を
よ
く
洗
浄
し
ま
し
ょ
う
。

問
農
政
課
農
業
振
興
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

道
路
に
泥
を
落
と
さ
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う

　
ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
で
の
農
作
業
後
、
道

路
に
落
ち
た
多
量
の
泥
や
土
の
か
た
ま
り

は
、
通
行
の
妨
げ
や
交
通
事
故
の
原
因
と

な
る
た
め
大
変
危
険
で
す
。

　
田
畑
か
ら
公
道
に
出
る
前
に
は
、
必
ず

泥
や
土
を
取
り
除
い
て
か
ら
走
行
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
道
路
に
泥
や
土
を
落
と
し
て
し

ま
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
撤
去
・
清
掃

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
農
政
課
農
業
振
興
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

県
立
那
珂
高
等
学
校
吹
奏
楽
部

第
30
回
演
奏
会

日
時
▼
３
月
30
日
㈰
午
後
２
時

（
開
場　
午
後
１
時
30
分
）

場
所
▼
駿
優
教
育
会
館
８
階
音
楽
ホ
ー
ル

（
水
戸
市
三
の
丸
１
‐
１
‐
42
）

※
駐
車
場
は
、
近
隣
の
有
料
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

入
場
料
▼
無
料

後
援
▼
茨
城
県
吹
奏
楽
連
盟
、
那
珂
高
等

学
校
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ
会

問
県
立
那
珂
高
等
学
校

☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
２
７
１
０

毎
月
最
終
土
曜
日
開
催

い
ぃ
那
珂
マ
ル
シ
ェ

日
時
▼
３
月
29
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

（
荒
天
中
止
）

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
フ
ァ
ー
ム
芳
野
駐
車
場

（
鴻
巣
２
０
９
０
）

内
容
▼
地
元
野
菜
な
ど
の
詰
め
合
せ
Ｂ
Ｏ

Ｘ（
予
約
制
）や
地
元
の
農
畜
産
物
な
ど
の

産
品
の
販
売（
当
日
販
売
）

申
込
方
法
▼
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム（
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
）

申
込
期
間
▼
３
月
21
日
㈮
～
25
日
㈫

主
催
▼
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
フ
ェ
ル
ミ
エ
那
珂
」

�申
問
農
政
課
農
業
振
興
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

企
画
展「
奥
原
晴
湖
と

近
代
の
南
画
」

　
明
治
初
期
に
活
躍
し
た
古
河
出
身
の
女

性
南
画
家
、
奥
原
晴
湖
の
作
品
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

期
間
▼
２
月
21
日
㈮
～
４
月
20
日
㈰

※
会
期
中
、
一
部
展
示
替
え
あ
り

開
館
時
間
▼
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時

（
入
場
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

場
所
▼
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館

（
北
茨
城
市
大
津
町
椿
２
０
８
３
）

※
入
館
料
や
休
館
日
な
ど
、詳
細
は
、ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
県
天
心
記
念
五
浦
美
術
館

☎
０
２
９
３
‐
46
‐
５
３
１
１

戸
籍
に
氏
名
の
振
り
仮

名
が
記
載
さ
れ
ま
す

　
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
の
た
め
の
基

盤
整
備
を
図
る
た
め
、戸
籍
に
氏
名
の
振
り

仮
名
が
記
載
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
令
和
７
年
５
月
26
日
以
降
、
本
籍
地
の
市

区
町
村
か
ら
戸
籍
に
記
載
さ
れ
る
予
定
の
振

り
仮
名
を
通
知
し
ま
す
。
通
知
さ
れ
た
振
り

仮
名
が
正
し
い
場
合
は
、届
出
を
し
な
く
て

も
令
和
８
年
５
月
26
日
以
降
に
通
知
ど
お
り

の
振
り
仮
名
が
戸
籍
に
記
載
さ
れ
ま
す
。

※
詳
細
は
、
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
水
戸
地
方
法
務
局
戸
籍
課

☎
０
２
９
‐
２
２
７
‐
９
９
１
６

※
平
日　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

問
市
民
課
戸
籍
窓
口
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１
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アプリで広報紙を読もう！

「マチイロ」をダウンロード

○�必要な部分を切り抜いて
保存し、その画像をＳＮＳ
などで共有することもできます。
○��興味のある分野を登録することで、
自分に合わせた情報が届きます。

アプリで
便利

学
歴
区
分
に
該
当
し
な
い
か
た
（
令
和
８

年
３
月
31
日
ま
で
に
高
等
学
校
卒
業
見
込

み
の
か
た
を
除
く
）

④
警
察
官
Ｂ（
職
務
経
験
）

　
③
の
資
格
に
該
当
し
、か
つ
民
間
企
業
、

団
体
、国・地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
職
務

経
験
を
３
年
以
上
有
す
る
か
た

第
１
次
試
験
▼
一
般　
　
　
５
月
11
日
㈰

　
　
　
　
　
　
職
務
経
験　
４
月
26
日
㈯

申
込
期
間
▼
３
月
３
日
㈪
午
前
９
時
～
４

月
４
日
㈮
午
後
5
時

※
詳
細
は
、
県
警
察
官
採
用
案
内
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
県
警
察
本
部
警
務
課

☎
０
１
２
０
‐
３
１
４
‐
０
５
８

問
那
珂
警
察
署
警
務
課

☎
０
２
９
‐
３
５
２
‐
０
１
１
０

令
和
７
年
度

県
警
察
官

採
用
試
験（
第
１
回
）

区
分
・
資
格
▼

①
警
察
官
Ａ（
一
般
）

　

平
成
２
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
、学
校
教
育
法
に
よ
る
大
学（
短
期
大
学

を
除
く
）を
卒
業
、も
し
く
は
令
和
８
年
３
月

31
日
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
か
た
、ま
た
は

人
事
委
員
会
が
こ
れ
と
同
等
と
認
め
る
か
た

②
警
察
官
Ａ（
職
務
経
験
）

　
①
の
資
格
に
該
当
し
、か
つ
民
間
企
業
、

団
体
、国・地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
職
務

経
験
を
３
年
以
上
有
す
る
か
た

③
警
察
官
Ｂ（
一
般
）

　
平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成
19
年
４
月

１
日
に
生
ま
れ
た
、
警
察
官
Ａ（
一
般
）の

芳
野
市
民
農
園

使
用
者
募
集

　
栽
培
を
通
し
て
土
と
親
し
み
、
農
業
へ

の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
る
施
設
で
す
。

�

対
象
者
▼
期
間
中
、
農
園
の
適
切
な
管
理

が
で
き
る
か
た　

募
集
区
画
数
▼
14
区
画

※
空
き
区
画
の
場
所
は
農
政
課
で
確
認
可

区
画
面
積
▼
30
㎡
（
５
ｍ
×
６
ｍ
）

所
在
地
▼
鴻
巣
２
０
８
０

※
水
道
５
か
所（
井
戸
を
含
む
）、
駐
車
場

50
台
分
、
く
ず
野
菜
置
場
、
く
わ
や
管
理

機
な
ど
の
農
機
具
あ
り

使
用
期
間
▼
４
月
１
日
～
令

和
８
年
３
月
31
日
（
使
用
状

況
に
よ
り
更
新
可
）

年
間
使
用
料
▼
１
区
画

８
千
円

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付

※
申
込
用
紙
は
、
農
政
課
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
取
得
で
き
ま
す
。

�

�申
問
農
政
課
農
業
振
興
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１ 常陸鴻巣駅常陸鴻巣駅

文洞ため池文洞ため池

位置図（鴻巣）

芳野市民農園芳野市民農園

芳野農産物直売所芳野農産物直売所

募
集

ふ
れ
あ
い
農
園

使
用
者
募
集

　
土
に
親
し
み
な
が
ら
草
花
や
野
菜
な
ど

を
栽
培
し
、農
作
業
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

対
象
者
▼
期
間
中
、
農
園
の
適
切
な
管
理

が
で
き
る
か
た

募
集
区
画
数
▼
７
区
画

※
空
き
区
画
の
場
所
は
農
政
課
で
確
認
可

区
画
面
積
▼
20
㎡
（
５
ｍ
×
４
ｍ
）

所
在
地
▼
中
里
１
３
０
８
‐
１

使
用
期
間
▼
４
月
１
日
～
令
和
８
年
３
月

31
日
（
使
用
状
況
に
よ
り
更
新
可
）

年
間
使
用
料
▼
１
区
画

２
３
０
０
円

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付

※
申
込
用
紙
は
、
農
政
課
ま

た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
取

得
で
き
ま
す
。

�申
問
農
政
課
農
業
振
興
Ｇ

☎
０
２
９
‐
２
９
８
‐
１
１
１
１

至水戸市至水戸市

平野台平野台
団地団地

至常陸大宮市至常陸大宮市

国道１１８号

ふれあい農園ふれあい農園

ふれあいの杜公園ふれあいの杜公園

スーパースーパー

古徳沼古徳沼

位置図（中里）
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年
会
費（
月
割
り
あ
り
）▼

◦
個
人
会
員　
６
千
円

◦
家
族
会
員　
４
８
０
０
円

※
18
歳
未
満
は
、
２
４
０
０
円

年
間
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料
▼
１
４
０
０
円

※
18
歳
未
満
は
、
８
０
０
円

申
込
方
法
▼
窓
口
受
付

※
入
会
申
込
書
は
、な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋｙ
Ｆ

Ｍ
公
園
で
取
得
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
▼
３
月
23
日
㈰

※
期
限
後
も
随
時
入
会
で
き
ま
す
。

そ
の
他
▼

◦
上
表
以
外
に
も
、種
目
別
交
流
会
や
ボ
ー

リ
ン
グ
大
会
、
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

◦
開
催
日
時
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
参
加
さ
れ
る
場
合
は
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�申
問
ひ
ま
わ
り
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
事
務
局

（
な
か
Ｌ
ｕ
ｃ
ｋｙ
Ｆ
Ｍ
公
園
内
）

根
本
☎
０
９
０
‐
７
４
１
１
‐
５
３
３
８

※
月
曜
日
休
館（
祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

ひ
ま
わ
り
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

種
目
、
期
日
・
時
間
帯
、
場
所
◀
（
４
月
か
ら
活
動
開
始
）

種目 期日・時間帯 場所

太極拳
ゆっくりと円を描くような動作を自然な呼吸
に合わせて行います。
※基本コースあり

第１・３火曜日 午後

ふれあいセンターすがや
第１・３水曜日 午後
木曜日 午前

第１・３金曜日 午後
第２・４金曜日 午前 ふれあいセンターよこぼり
第２・４水曜日 午後 総合センターらぽーる

健康体操
腰痛・肩痛予防などのシルバーリハビリ体操で
す。

第１・３木曜日 午前 ふれあいセンターすがや
第２・４金曜日 午前 ふれあいセンターよこぼり
第２・４水曜日 午前 ふれあいセンターごだい

スポーツ吹矢
腹式呼吸による健康法、命中したときの爽快
感が得られます。

第１・３火曜日 午前 後台公民館
第１・３水曜日 夜間

市中央公民館第２・４火曜日 午前
第２・４木曜日 午前 総合センターらぽーる
第２・４金曜日 午前 ふれあいセンターよこぼり

グラウンド・ゴルフ
ゴルフをアレンジした新しいスポーツです。

火曜日 午前 なか LuckyFM公園
第１・３金曜日 午前 神崎グラウンド
第１・２・４木曜日 午前 ふれあいセンターごだい

卓球
水曜日 午後

なか LuckyFM公園第１土曜日 夜間
第２～５土曜日 午後

ソフトバレーボール
柔らかく軽いボールを使った、ケガの少ない
スポーツです。

木曜日 夜間
なか LuckyFM公園

金曜日 午前

バドミントン

火曜日 夜間 瓜連体育館
木曜日 夜間

なか LuckyFM公園
金曜日 午前

第２・４・５土曜日 夜間 瓜連体育館
硬式テニス 水曜日 午前 なか LuckyFM公園

ノルディックウォーキング
2 本のポールを使い歩くため、足腰への負担が
少なく、消費カロリーがアップします。

第１水曜日 午前
市内各地

第３土曜日 午前

ニュースポーツ
年齢や体力にかかわらず誰もが楽しめる偶然
性の高いゲームです。

第２金曜日 午後 なか LuckyFM公園



太
極
拳
さ
く
ら
の
会
初
心
者
募
集

日
時
▼
第
１
～
３
木
曜
日　
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

場
所
▼
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
よ
こ
ぼ
り

指
導
者
▼
小
林
早
苗
氏（
楊
名
時
八
段
錦・

太
極
拳
師
範
）

費
用
▼
月
会
費　
千
円

　
　
　
年
会
費　
３
５
０
０
円

申
込
方
法
▼
電
話

�申
問
太
極
拳
さ
く
ら
の
会

池
田
☎
０
２
９
‐
２
１
２
‐
４
３
６
７

俵
道
☎
０
２
９
‐
２
７
３
‐
８
３
９
０

食
の
教
室
ラ
イ
ス
会
員
募
集

日
時
▼
第
２
金
曜
日　
午
前
９
時
～
午
後

１
時

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
調
理
室

内
容
▼
季
節
の
各
国
の
家
庭
料
理
の
調
理

と
食
の
知
識
の
学
習

講
師
▼
海
野
寿
江
氏（
料
理
研
究
家
）

年
会
費
▼
１
万
５
千
円（
材
料
費
を
含
む
）

持
ち
物
▼
エ
プ
ロ
ン
、
バ
ン
ダ
ナ
な
ど

申
込
方
法
▼
電
話

�申
問
食
の
教
室
ラ
イ
ス　

寺
門
☎
０
８
０
‐
３
０
１
０
‐
５
９
３
１

ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　
ゆ
っ
く
り
と
し
た
呼
吸
に
合
わ
せ
て
行

う
、
や
さ
し
い
ヨ
ー
ガ
の
ポ
ー
ズ
で
自
律

神
経
を
整
え
ま
す
。

日
時
▼
第
２
、４
水
曜
日　

午
前
10
時
～

11
時
30
分

場
所
▼
総
合
セ
ン
タ
ー
ら
ぽ
ー
る

講
師
▼
野
上
紀
美
子
氏

募
集
人
数
▼
５
人（
先
着
順
）

会
費
▼
月
千
円　
申
込
方
法
▼
電
話

申
込
開
始
日
▼
３
月
24
日
㈪

�申
問
ヨ
ー
ガ
ク
ラ
ブ

鈴
木
☎
０
２
９
‐
２
９
５
‐
１
０
９
３

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ロ
ー
ズ
受
講
生
募
集

日
時
▼
第
１
、３
木
曜
日　

午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分

場
所
▼
市
中
央
公
民
館
美
術
室

内
容
▼
小
物
、
バ
ッ
グ
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー

な
ど
の
作
成

講
師
▼
成
田
朋
子
氏

募
集
人
数
▼
若
干
名

受
講
費
▼
２
５
０
０
円

（
２
か
月
先
払
い
）

持
ち
物
▼
裁
縫
道
具
、

も
の
さ
し
、筆
記
用
具

申
込
方
法
▼
電
話

申
込
期
間
▼
随
時

�申
問
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ロ
ー
ズ　

永
山
☎
０
８
０
‐
１
３
２
３
‐
３
６
９
６
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市ホームページでは、行政・
災害などのさまざまな情報を
お届けしています。

四季のうた

那珂短歌会 片岡　明　選

Ｇ…グループ 　
　…申し込み・申請・応募・届出
問…問い合わせ
…Eメール

�申

霜
柱
立
た
ざ
る
地つ
ち
の
温
も
り
に
促
さ
れ
早
も
福
寿
草
咲
く

片　
岡
　
　
明

如
月
の
寒
さ
身
に
染
む
る
月
の
夜
に
桜
花
を
見
ず
に
叔
母
は
逝
き
た
り

佐
久
間

秀　
帆

如
月
の
空
に
鳴
き
つ
つ
ム
ク
ド
リ
は
萎
び
し
石ざ

く
ろ榴
の
硬
き
実
つ
つ
く

　
　
系

大　
内

カ
ラ
ス
ウ
リ
雑
木
の
枝
に
し
が
み
つ
き
色
褪
せ
風
に
か
ら
か
ら
と
鳴
る

勝　
代 
大　
森

葉
は
虫
に
実
は
ヒ
ヨ
ド
リ
に
喰
わ
れ
て
も
冬
の
金
柑
誇
ら
し
く
あ
り

石　
川

富　
子

宏　
幸

海　
野

伊
豆
沼
に
白
鳥
来
れ
ば
お
で
ん
屋
の
客
足
伸
び
て
し
ば
し
賑
わ
う
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１
月
18
日
、「
第
18
回
ほ

し
い
も
品
評
会
」
が
ニ
ュ
ー

ポ
ー
ト
ひ
た
ち
な
か
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
ク
ル
ー
ズ
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
当
日
の
来
場
者
約
２
千
人

の
試
食
・
投
票
の
結
果
、
希

少
品
種
の
部
に
お
い
て
、
㈱

芋
助（
助
川
さ
ん
・
額
田
東

郷
）の「
ほ
し
あ
か
ね
」が「
金

賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

べ
に
は
る
か
の
部
で
は
、

干
し
芋
工
房　

風
と
太
陽

（
萩
野
谷
さ
ん・
下
大
賀
）と

㈱
芋
助
が
そ
れ
ぞ
れ「
銅
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

ほ
し
い
も
品
評
会

文
化
財
防
火
デ
ー

　

１
月
23
日
、
文
化
財
防
火

デ
ー
に
伴
う
消
防
訓
練
を
常
福

寺
で
行
い
ま
し
た
。

　
文
化
庁
と
消
防
庁
で
は
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
こ
の
時

期
、
昭
和
24
年
１
月
26
日
に
法

隆
寺
金
堂
が
炎
上
し
た
こ
と
か

ら
毎
年
１
月
26
日
を
文
化
財
防

火
デ
ー
と
し
、
文
化
財
を
火
災

な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
の

活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
に
は
、多
く
の
貴
重
な

文
化
財
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
ら
を

後
世
に
残
す
た
め
に
、訓
練
に

参
加
し
た
関
係
者
は
真
剣
な
表

情
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

まち那珂トピックス

新
春
那
珂
市
落
語
会 

桂
宮
治
独
演
会

　
１
月
21
日
、市
文
化
協
会
主

催
の「
新
春
那
珂
市
落
語
会
」

が
市
中
央
公
民
館
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
落
語
家
の
桂
宮
治
師
匠
よ

り「
初
天
神
」な
ど
二
席
、林

家
け
い
木
さ
ん
よ
り「
つ
る
」

を
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、
約
４
０
０
人

の
観
覧
者
が
集
ま
り
、
終
始

笑
い
の
絶
え
な
い
和
や
か
な

雰
囲
気
の
落
語
会
と
な
り
ま

し
た
。 

い
ば
ら
き
っ
子
郷
土
検
定
県
大
会

　

２
月
１
日
、県
教
育
委
員

会
主
催
の「
第
12
回
い
ば
ら

き
っ
子
郷
土
検
定
県
大
会
」

が
水
戸
市
の
ザ・ヒ
ロ
サ
ワ・

シ
テ
ィ
会
館
で
開
催
さ
れ
、

市
大
会
を
勝
ち
抜
い
た
青
遙

学
園
第
二
中
学
校
が
３
年
連

続
で
出
場
し
ま
し
た
。

　
惜
し
く
も
１
回
戦
敗
退
と

な
り
ま
し
た
が
、
抜
群
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
健
闘
し
、

応
援
団
か
ら
は
大
き
な
声
援

と
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

ぬ
か
ん
ざ
き
ま
つ
り　

12
月
31
日
～
１
月
１
日
、

額
田
神
社
で「
ぬ
か
ん
ざ
き
ま

つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
勢
の
賑
わ
い
の
中
、
年

が
明
け
、
打
ち
上
げ
花
火
で

2
0
2
5
年
が
幕
開
け
し

て
、
大
盛
況
の
ひ
と
と
き
と

な
り
ま
し
た
。

　

来
場
者
か
ら
は
、「
薄
れ
つ

つ
あ
る
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
大
切
さ
を
実
感
で
き
ま
し

た
」な
ど
の
声
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
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今号の表紙

　歴史民俗資料館が、３月２日
まで開催している雛人形展の写
真です。明治から平成までの、
貴重なお雛様などをお披露目し
ています。

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

環境に配慮した
植物油インキを
使用しています。

広告掲載のお申し込みは、行財政改革推進室まで。　※広告の内容は、市が保証や推奨をするものではありません。

市内施設での測定値
は、すべて基準値以
下でした。

放射線量（２月分）

企業版ふるさと納税による寄付

企業版ふるさと納税を活用した寄付を頂き、ご支援に対して感謝の意を表す
るため、感謝状を贈りました。
頂いた寄付金は、「ここで働きたい」いぃ那珂プロジェクトに活用していきます。

㈱セイコーマート から寄付

問政策企画課地方創生G　☎ 029‐298‐1111
�過去の寄付企業に
ついてはこちら▶

企業版ふるさと納税を活用した寄付 1,000,000 円を頂き、ご支援に対して
感謝の意を表するため、感謝状を贈りました。
㈱和電は、取手市に本社を構える電気設備工事と太陽光発電事業を行う会社
です。要望に合わせた最適なエネルギープランを提案し、設計、施工、保守、
運用支援と一貫したサービスを提供しています。
頂いた寄付金は、「住まい☆すまいる」いぃ那珂づくりプロジェ
クトに活用していきます。

㈱和電 から寄付

問市消防本部予防課
☎ 029‐295‐2114

日本防火・防災協会会長表彰を受賞

　令和６年11月29日、自治体消防 75
周年記念大会において、茨城学園少年
消防クラブが（一財）日本防火・防災協
会会長から表彰されました。
　この表彰は、市消防本部が主催する
消防体験に積極的に参加し継続的に避
難訓練を行うなど、地域防災力の向上
に努める模範的なクラブであることが
認められたものです。

ご協力ありがとうございました

問市社会福祉協議会
☎ 029‐229‐0309

令和６年12月15日～令和７年１月14日（敬称略）

ボランティアなでしこ	 8,500 円
水戸友の会	 3,000 円
匿名	 10,211 円
匿名	 2,000 円

寄贈 ありがとうございました

問学校教育課学務・施設G　☎ 029‐298‐1111

　２月５日、市商工会女性部から、新
たな特産品として開発したローゼル
ジャムの売り上げが好調であったた
め、その利益を女性に役立つ取り組み
として活用したいと市内の小中学校に
生理用品 4,000 個を寄贈していただ
きました。

善意銀行

寄贈
ありがとうございました

問秘書広聴課秘書G
☎ 029‐298‐1111

　１月27日、小田倉昇一さん（向山）
から市の花ひまわりが描かれた絵
画１点を寄贈していただきまし
た。

２月 25日号15
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那珂警察署からのお知らせ

オウム真理教を風化させない

問那珂警察署　☎ 029‐352‐0110

　オウム真理教は、かつて宗教法人を隠れ蓑にしながら武装化を図り、5,800人
以上が被害に遭われた地下鉄サリン事件など、数々の凶悪事件を引き起こしま
した。
　現在も「Aleph」や「ひかりの輪」に名前を変えて活動しており、新たな信者獲得
のために、ヨーガや占いなどに興味を持つ若いかたがたを対象とした勧誘活動
などを行っています。
　望まない勧誘を受けたかたは、警察にご相談ください。

●　●　●　●　●　●　●
●　●

元 気 な 顔 ‼

GE

NKINAKA OH!!

お子さんの写真を広報なかに掲載してみませんか？
ご応募お待ちしています。

【応募内容】　市内にお住まいの未就学のお子さんの写真
【応募方法】　�市ホームぺージ内の申し込みフォームから、

お気に入りの一枚を送付してください。
応募はこちらから

小林 優
ゆ え

恵さん 堀井 双
ふ た ば

葉さん川崎 琉
る い

生さん

問シティプロモーション推進室　☎ 029‐298‐1111




